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研究成果の概要（和文）：4年間にわたり、フランスの市民、道徳、宗教教育について学際的に（専門分野を公
民教育、憲法学、国際関係論、教育行政学とそれぞれ異にするものであつまって）研究することができた。研究
成果としては研究代表者は単著をかくことができたほか、他にも共著、論文、学会発表等におよぶことができて
いる。なお、コロナの影響があり予定通りに渡仏して研究することはできなかった。1年延長して4年目になって
しかも年度末に渡仏したが、そのときにえた情報などについては、まだ研究成果としてアウトプットをだすこと
ができない状態にある。その点は後日とさせていただきたい。

研究成果の概要（英文）：Over the past four years, we have been able to conduct interdisciplinary 
research on civic, moral, and religious education in France (with different specialties in civic 
education, constitutional law, international relations, and educational administration). As a result
 of the research, the principal researcher was able to publish a book, as well as other papers, 
articles, and presentations at academic conferences. Due to the influence of the corona virus, we 
were not able to go to France to conduct research as scheduled; we extended our stay by one year to 
the fourth year and went to France at the end of the fiscal year. we would like to publish articles 
concerning the information we got   at a later date.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
フランスの道徳、市民、宗教教育については、現在イスラームの問題があることからフランス国内でもさまざま
な議論が行われているところである。公立学校、私立学校の双方について教育制度について研究し、宗教がどの
ような扱われ方をしているかを明らかにすることは意義のあることと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 フランスにおいて「市民育成をめざす」ことは公教育の中心におかれていることである。その
ために、道徳・市民教育という教科が存在する。2013 年ペイヨン法をうけて、2015 年に新たな
学習指導要領が公布されて「道徳・市民」科で教えるべき内容が定められた。それは若干の改訂
をふくみながらも現在にまで至っている。 
公立学校においては、2015 年以来「道徳・市民教育」科が小学校から高校まで必修とされて

いる。小学校においては「感受性」の教育が新たに加わったことが特に着目に値する。「価値観
の多様性」を前提としたうえで、公立学校においてどのような価値教育を行うのか。「考えの多
様性」を教えるなど、従来の市民教育にくわえて、今後着目すべきところである。それは、道徳
が教科化され、新科目「公共」が必修となる動きのあるなか、外国にルーツを持つ子どもが増加
しつつあり、「多文化共生」を教える必要性が高まる日本の現状にとって、示唆に富むものとな
る。コレージュ、リセではそれぞれに「道徳・市民」科学習指導要領が告示されているが、これ
までとの異同を明らかにする必要がある。 
フランスにおいて私立学校は生徒数の約２割を占めている。そのほとんどが宗教系である。宗

教教育の自由が一定範囲である。イスラーム系の私立学校も新設されるに至っている。、近年に
なってようやくイスラーム系学校が増加しはじめている。日本においても研究が緒についてき
ているが、さらなる発展が必要である。 
 フランスにおいては、2015 年の同時多発テロが生じたこともあり、イスラームという「新興
勢力」と伝統的な「共和国」の共存という問題をどう解決するかが注目を集めてきている。 
 
 
２．研究の目的 
 フランスの道徳、市民、宗教教育についてその実態を明らかにする。公立学校、私立学校の双
方についてその実態を明らかにすることを目的とする。それは先行研究がある程度は存在する
ものの、その不十分なところをさらに補うことができるものであり、独自性のあるものと考える
ことができる。 
日本において、「特別の教科道徳」あるいは「公共」に関する教育がはじまっているところで

あるが、日本の道徳教育やシティズンシップ教育、学校での宗教の扱いなどを考えるうえでの示
唆をうけることが可能になるものと考える。 
 
 
３．研究の方法 
 専門を異にする研究代表者（社会科・公民科教育論）、研究分担者（憲法学、国際関係論）、研
究協力者（教育行政学）によってそれぞれの視点から研究を行い、相乗効果をねらって研究成果
をあげる。多分野からのアプローチが可能となる研究テーマである。方法としては文献研究（フ
ランス人による文献、教科書などの資料、法律関係の書物など）と現地調査研究（公立学校、私
立学校の双方を実際に訪問してみる）が中心になる。学校訪問により実際の道徳・市民教育がど
のように行われていることを見ることは、文献のみの情報を補強するものとして有益である。 
 
 
４．研究成果 
 研究代表者は単行本「フランスの道徳・市民教育」（晃洋書房、2023 年）をだすことができた。
それは、「道徳・市民教育」に関する歴史的背景から、小学校・コレージュ・リセ各段階におけ
る「道徳・市民教育」や多教科・領域における市民教育など、多角的に言及するものとして一緒
にまとめることができた。それは私立学校における宗教教育にも言及している。 
それ以外にも校則関係の本（道徳・市民教育とかかわりがある。フランスにおいては校則＝学

校における法律という見方があり、市民教育とかかわる分野である）を複数共著でだすことがで
きた。他にも、フランス教育学会紀要や日仏教育学会年報、社会科教育研究（日本社会科教育学
会）といった学会誌（査読付き論文を含む）および、勤務先の大学紀要や高校生活指導という高
校教諭むけの一般雑誌にも投稿することできた。大学紀要に投稿したものは、公立学校を扱うも
の、私立学校をあつかうものの双方がある。 
 研究分担者も関係する書籍、論文を大学紀要などに投稿するなどして、成果をあげることがで
きている。 
ほかにも、研究代表者、分担者は学会口頭発表（フランス教育学会、日本教育法学会、日本国

際文化学会など）、および関係プロジェクトやセミナーなどで、発表をおこない、成果をあげる
ことはできている。 
 研究期間中にコロナという予期せぬ出来事があり、当初の予定通りにフランス訪問をするこ
とはできなかった。科研の期間を 1年延長して、4年目の年度末に研究代表者（1名）、研究分担
者（2名）、研究協力者（1名）の合計 4名はフランスを訪問をすることができ、関係する情報収



集や学校訪問をすることができた。そのときえた情報を生かした論文を執筆することは時期の
関係でいまだできていない。 
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